
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ 

宮
司
の
柴
田
で
す
。 

二
月
に
積
雪
を
観
測
し

た
の
は
二
十
九
年
ぶ
り
だ
そ
う
で
、
三
月
に
入
っ

て
も
、
気
象
庁
が
発
足
し
て
記
録
的
な
暖
冬
だ
っ

た
昨
年
と
は
裏
腹
に
厳
し
い
余
寒
の
毎
日
で
す
。  

◇ 

三
月
は
、「
弥
生

や

よ

い

」 

で
す
！ 

 

古
来
か
ら
「
木
草
弥
生
（
き
く
さ
い
や
よ
い
）」

茂
る
月
、
つ
ま
り
草
木
の
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
月

の
意
味
で
、
つ
ま
っ
て
「
や
よ
い
」
と
な
っ
た
と

い
う
説
が
有
力
で
す
。 

◇
ひ
な
祭
り
の
祝
い
の
膳
は
「
雛ひな
の
膳ぜん
」
で
す
。 

 
 

三
月
三
日
の
桃
の
節
句
、「
ひ
な
祭
り
」
に
、

ひ
な
壇
に
供
え
ら
れ
る
祝
い
の
膳
を
「
雛
の
膳
」

と
い
い
ま
す
が
、
欠
か
せ
な
い
の
が
「
桃もも
の
酒さけ
」

と
「
白
酒

し
ろ
ざ
け

」
と
「
菱
餅

ひ
し
も
ち

」
で
す
。 

桃
の
酒
は

桃
の
花
を
浸
し
た
酒
で
、
白
酒
は
熟
成
糖
化
さ
せ

た
甘
味
が
強
く
白
く
に
ご
っ
た
酒
で
す
。 

桃
の

木
は
邪
気
を
は
ら
う
木
と
考
え
ら
れ
、
魔
除
け
と 
 

し
て
桃
の
木
を
使
う
風
習
が
あ
り
ま
し
た
し
、
桃 

    

の
葉
も
、
汗
疹

あ

せ

も

や
た
だ
れ
に
効
果
が
あ
る
と
入
浴
剤 

と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
葉
の
汁
は
、
魚
の
中
毒
を
緩 

和
す
る
と
し
て
、
古
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で 

す
。 

従
っ
て
、
ひ
な
祭
り
に
桃
の
酒
を
飲
む
と
無 

病
息
災
と
い
わ
れ
た
の
で
す
ね
。 

白
酒
が
桃
の
酒 

と
と
も
に
供
え
ら
れ
た
の
は
、
紅
白
で
お
め
で
た
い 

か
ら
で
し
ょ
う
か
。 

 

菱
餅
は
、
紅
白
緑
の
三
層
を
な
し
て
い
ま
す
ね
。  

こ
の
三
色
に
も
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
、
赤
の
く 
ち
な
し
が
解
毒
剤
、
白
の
菱
が
血
圧
低
下
剤
、
緑
の

よ
も
ぎ
が
増
血
剤
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
、
菱
餅
の

形
は
、
我
々
人
間
の
心
臓
の
形
を
表
し
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
。 
何
れ
に
し
て
も
、
ひ
な
祭
り
に
欠
か

せ
な
い
お
供
え
物
に
は
、
娘
の
み
な
ら
ず
家
族
の
延

命
健
康
を
願
う
心
が
生
き
て
い
ま
す
。 

 

ひ
な
壇
の
前
で
、
家
族
全
員
で
過
ご
し
、
お
供
え 

の
お
下
が
り
を
頂
き
、
家
族
の
健
康
を
祈
っ
た
だ
ん 

ら
ん
の
ひ
と
と
き
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
情
景
が
目
に
浮 

か
び
ま
す
。 

こ
の
「
供
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
人
々 

が
同
じ
飲
食
を
同
じ
場
所
に
お
い
て
賜
る
と
い
う 

意
味
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。 

 

ま
さ
に
「
節
供
」
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

◇
陰かげ
膳ぜん 

を
ご
存
知
で
す
か 

 

 

私
事
で
大
変
恐
縮
で
す
が
、
高
校
一
年
生
の
長
男 

が
、
修
学
旅
行
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ナ
ダ
バ
ン
ク
ー 

バ
ー
に
、
過
日
の
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
一
週
間 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
出
か
け
て
留
守
で
す
。 

 

我
が
家
で
は
、
い
な
い
は
ず
の
長
男
の
席
に
、
い 

つ
も
使
っ
て
い
る
長
男
の
食
器
に
、
少
量
ず
つ
盛
り 

付
け
た
み
ん
な
と
同
じ
食
事
に
箸
を
そ
え
て
、
お
供 

え
を
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
「
陰
膳
」
を
据
え
る 

と
い
い
ま
す
。 

今
、
カ
ナ
ダ
は
何
時
ご
ろ
で
、
ホ 

ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ご
家
族
と
打
ち
解
け
て
い
る
か
、 

礼
儀
正
し
く
感
謝
の
言
葉
を
言
っ
て
い
る
か
、
粗
相 

が
な
い
か
、
体
調
は
ど
う
か
な
ど
と
心
配
し
な
が
ら
、 

長
男
の
い
な
い
食
事
を
し
て
い
ま
す
。 

私
の
実
家 

（
熊
本
）
の
母
も
、
毎
朝
欠
か
さ
ず
に
私
が
愛
用
し 

て
い
た
「
雑
草
の
ご
と
く
」
と
書
か
れ
た
湯
飲
み
に
、 

お
茶
を
供
え
て
、
陰
膳
を
据
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。  

婿
入
り
し
て
十
九
年
に
な
り
ま
す
が
、
息
災
で
神
明 

奉
仕
が
出
き
る
の
も
、
子
を
思
う
母
の
祈
り
が
あ
れ 

ば
こ
そ
で
、
大
切
な
も
の
は
伝
え
て
い
か
な
く
て
は 

と
思
い
ま
し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。 

 

春
は
卒
業
あ
る
い
は
入
学
と
別
れ
と
出
会
い
の 

季
節
で
も
あ
り
ま
す
が
、
出
会
い
を
大
切
に
日
々

清
々
し
く
、「
日
清
」
で
生
活
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

年
度
末
、
何
か
と
御
多
忙
の
事
か
と
存
じ
ま
す
が
、 

御
自
愛
下
さ
い
ま
し
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。
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司
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ス
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彦
島
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平
成
二
十
年
三
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十
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◇
二
月
の
祭
典
行
事
の
報
告 

 
▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

 
 

※
生
憎
の
雨
で
し
た
が
、「
豆
ま
き
」
を
取
り
止

め
て
、「
豆
配
り
」
を
行
い
ま
し
た
。 

「
お

も
や
い
」
の
精
神
で
分
け
あ
い
ま
し
た 

 
 

 
 

 

▼
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
下
関
フ
ァ
ン
の
集
い
の

会
参
拝 

＊
二
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

▼
建
国
祭 

＊
二
月
十
一
日 

 
 

※
市
民
会
館
の
建
国
祭
で
は
、
当
宮
維
蘇
志
会
濵

畠
会
長
が
「
遥
拝
の
詞
」
を
奏
上
し
ま
し
た 

 
 
 
 

 
 

 

▼
二
十
九
年
振
り
に
、
二
月
に
積
雪
、
境
内
も
雪
化
粧 
 

 
 

 

 

▼
祈
年
祭 

＊
本
宮 

二
月
十
七
日 

 
 
 

 

＊
六
連
島
八
幡
宮 

二
月
二
十
五
日 
＊
田
の
首
八
幡
宮 

二
月
二
十
七
日 

 

▼
朝
粥
会 
＊
二
月
二
十
日 

▼
第
十
九
代
宮
司
柴
田
八
十
二
大
人
命
十
八
年
祭 

 

＊
二
月
二
十
四
日
、
宮
司
宅
祖
霊
舎
に
て
斎
行 

◇ 

三
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 
＊
三
月
十
日 

 

▼
南
風
泊
恵
比
須
神
社
例
祭 
＊
三
月
十
五
日 

 

▼
維
蘇
志
会
勉
強
例
会 

 
 

＊
三
月
十
五
日 

 

▼
春
季
祖
霊
祭
、
神
道
会
総
会
＊
三
月
二
十
日 

 
 

※
家
の
宗
旨
が
神
道
の
方
の
三
十
四
回
目
を
数

え
る
祖
霊
祭
と
十
七
回
目
の
総
会
の
開
催 

 

▼
朝
粥
会 

＊
三
月
二
十
一
日 
 
 

※
午
前
六
時
半
祈
願
祭
、
宮
司
講
話
、
お
粥
を

食
べ
ま
す
、
七
時
二
十
分
終
了
予
定
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す 

◇
三
月
の
宮
司
の
予
定 

 

▼
下
関
青
年
神
職
会
氏
子
青
年
会
合
同
禊
参
加 

 
 

＊
三
月
二
日
、
長
府
海
岸
に
て 

 

▼
下
関
青
年
神
職
会
三
月
例
会
当
宮
に
て
開
催

出
席 

＊
三
月
四
日 

 

▼
玄
洋
中
卒
業
式
参
列 

＊
三
月
八
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
啓
発
部
会
出
席 

 
 

＊
三
月
十
日
、
山
口
市
へ
出
向 

 

▼
当
宮
奉
賛
会
役
員
会
出
席 

＊
三
月
十
一
日 

 

▼
玄
洋
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
送
別
会 

＊
三
月
十
二
日 

 

▼
玄
洋
中
学
校
評
議
員
会
出
席 

＊
三
月
十
四
日 

 

▼
西
山
小
卒
業
式
参
列 

＊
三
月
十
九
日 

 

▼
玄
洋
中
仮
入
学
出
席 

＊
三
月
二
十
四
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
研
修
会
参
加 

 
 

＊
三
月
二
十
四
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
・
講
演
研
修
会
出

席 

＊
三
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日 

 

▼
建
国
記
念
の
日
下
関
奉
祝
会
役
員
会 

 
 

＊
三
月
二
十
六
日 

 

▼
親
睦
野
球
参
加 

 

＊
三
月
二
十
九
日
、
下
関
球
場
に
て 

 
 
 

※
神
社
本
庁
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
対
山
口
県
神
社

庁
下
関
支
部
シ
ン
カ
ー
ズ
の
親
睦
行
事 

 


